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にあたる建物購入価格の2%
(2/3%×3年)在追加減税

延長した11~13年目の各年は、以下のいずれか少
ない金額を税額控除
①建物購入価格の2乃%
②住宅口ーン年末残高の1%

消費税率W%が適用される住宅購入やリフォーム
で、2020年末までに入居した方が対象

住宅に係る駆け込み・反動減対策

一定の省エネ性、耐震性、バリアフリー性能を満た
す住宅や家事負担の軽減に資する住宅の新築やり
フォームに対しポイントを付与

消費税率10%が適用される住宅購入やリフォームで、
2020年3月末までに契約締結等をした方が対象

3 正(改正前10年間

住宅口ーンすまい給付金の

減税の拡充拡充による負担減

▲30万円▲42万円

【参考】今回の対策によるメリット(試算例)

年収:500万円

住宅(土地・建物)を購入
建物購入価格:2100万円
借入額:3000万円
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・給付額寺引上げ(最大30万円⇔最大
50万円)
. (給付対象は年収、、
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510万円以下⇔年収刀5万円以下の方

まで給付(いずれも金額は三安))

(注)返済期問30年問等の一定の仮定を置いて計算
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次世代住宅ポイン

トによる負担減

▲30~35万円相当

〔韻御0一訊碓誠加、抑〕

次
(2

消費税率引上げの負担増
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最大35万円相当

最大30万円相当
、
ノ

0
、1口

,
.
畆
一
三
▲


